特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース　　2014年05月08日　511号
春のハイキング　天王山を登る　一行8人　　ウラシマソウを発見　　JR京都駅9時38分発の電車に乗る予定でしたが京田辺市グループ6人が到着、播川は京阪バス京都直急号松井山手駅8時40分発に乗り込んだ時、バスの運転手が高速道路京滋バイパスで交通事故発生京都到着が遅れることが予想されますとアナウンス。これは困ったと思いました。そのままバスに乗って京都へ出発途中吹田方面、京滋バイパス方面との分岐地点までは渋滞していました。8時50分頃山村さんから電話が入り今日はよろしくとの連絡があった。その時に「事故で京都到着が遅れるかもしれない。」と連絡を入れた。しかし、分岐地点をすぎると車は流れ出したので一安心、京都へ到着は5分位の延着で済んだ。近鉄組よりバス組の私の方が早く京都駅に着いた。参加者を確認すると、伊藤さん夫妻、小川さん、森さん、中村さん、近藤さん、播川の7人だった。早めに参加者がそろったので、9時21分の西明石行きに乗り込み、山崎駅に着いた。当初の集合時間9時53分まで他の参加者がないか、待つことにした。しばらくすると携帯が鳴った。日下さんがあとから参加された。今日の参加者は8人となった。天王山登山口から宝積寺へ坂道を登り始める。
天王山登山口10時00分、　宝積寺　青葉台広場10時30分、天王山山頂11時10分　昼食、山頂出発12時00分　山崎聖天12時50分、喫茶店探すが満席他のお店はお休み　山崎駅1時20分発の電車で京都駅へ、スーパードライビヤホールへ8人全員が参加　登山の疲れをいやすビールだった。参加者全員がまとまってビールで乾杯出来た事が幹事にとっては嬉しい限りであった。（文責：播川さん）
里山農園…自然生態園へ　　桜谷先生が5月19日来所の連絡が届く。前号のニュースでもお知らせしましたが、里山農園の環境は本当に素晴らしいものです。私たちの調査力がまだまだ不十分なので生育している植物や生息している生き物が十分調べられていません。何とかならないものかと地団太踏んでいます。桜谷先生がここしばらく毎月のように都合をつけてお越しいただくようになっています。5月も19日に来所予定と連絡が来ています。先生とご一緒に調査活動を行っていただけるお方を求めています。ご連絡をお待ちしています。
木津川読本　いよいよ山城地域の小学校に配布始まる。配布依頼手配の前文を掲載いたします。
木津川読本　「木津川ってどんな川」の贈呈について　　昨年度京都府の地域再生プロジェクト事業交付金を受けて、上記冊子をまとめました。この度、前京都府山城教育局長川村智様のお計らいにより、各市町村教育委員会様がご承諾下さり、各小学校図書室にこれを備えていただくことが可能になりました。これまでは、木津川は人間の側から見て「歴史の川」あるいは、「暴れ川」と考えられるのが一般的でした。今般私どもは、木津川そのものを自然科学の面からまとめてみました。今、地球環境に関心が寄せられ、生物多様性から物事を見る大切さが深められています。こうした立場から、児童生徒の皆さんが故郷の川について、知り、学び、理解を深めていただく一助にこの冊子をご利用頂ける機会を得ましたことは、無上の喜びでございます。
私たちＮＰＯ法人「やましろ里山の会」は、発足以来16年間「自然を大切にする仲間の輪を大きくする」のスローガンのもと調査活動を続けてまいりました。
その集大成として、本冊子をまとめ、木津川について広くご理解が深まることを願っています。発刊に当たり、「国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所」の格別のご協力をいただきましたことを御礼申し上げます。今後末永くご利用頂けますことを願い、本冊子を贈呈させていただきます。
城陽市の「おりなす・キャンプ・城陽」から奥田奈々美さんが来所　4回のイベントの共同開催を提起。事務局会議の出席者と深く語り合い交流を図りました。提案に対しては里山の会としての日程調整を行うことにしました。とりあえず6月22日・8月3日の2回の魚とりを検討しています。南山城村から笠置までの植物観察は9月13日を候補に、3回目のアマナの移植は11月末そしてアマナ探しは3月末20日前後が適当としています。その節にはどうかご協力をお願いします。
大学生の河川レンジャーが　木津川探検を計画　集合は10日午前10時山城大橋下の駐車場です。昆虫や蝶に詳しい小林君、そして魚に詳しい北野君が皆さんのお世話をしてくれます。小雨決行で行いますので、ぜひお越しください。弁当や水筒、雨具の準備もして、虫網も持参くださいね。昼食は玉水橋付近です。解散は京田辺市中部住民センターでまとめを行って15時30分ごろを予定しています。
春の木津川花散策　　11日10時　京田辺市大住関屋の手原川河口　田辺橋集合　初夏の堤防は本当に気持ちがいいですよ！少し汗ばむ陽気がいいですね。きっとタツナミソウが出迎えてくれるのではないでしょうか。新名神高速道路の建設もどんどん進んでいるようです、また橋の建設に合わせて陸上部の進み具合はどうでしょうか、周辺の農地はどうなっているでしょうか。興味がありますね。
親子田植え体験　25日（土）　10時　普賢寺小学校前集合です　　平地の田圃では苗代が造られ種もみがまかれ、田植えの準備が始まっています。同時に山田ではほとんどの所で荒起こしが済んで田植えの準備が整えられています。中には早くも田植えが行われたところも見られます。里山の会では例年通り25日に体験会を実施する予定です。田圃の周りの畦の草がきれいに刈り取られました。イノシシが実りの秋に侵入しないように山際の草をきれいに刈り取り、柵の点検や補修を済ませなければなりません。
レンリソウ観察会は5月24日（土）10時　新田辺西口　　昨日の事務局会議でフナバラソウが元気に芽を出しているとの報告が聞かれました。昨年は全く姿を確認できなかったのですが、いち早く見られました。このことから隔年に姿を現すのではないだろうかといった意見がありました。以前にもこうした現象が見られています。どうしてこうなるのか不思議なことですね。レンリソウは約30㎝近くに大きくなっています。中に一つ開花しているのが見つかりました。昨年のこの時期には全く花の姿は見ることができなかったのですが、今年は少し早いようです。
河川レンジャー日数の淀川発見講座（京都会場6月8日（日）　大阪会場6月7日（土））の参加者募集が始まりました。締め切りは5月15日です　　木津川流域では今年は福井波恵さんがレンジャー活動の2期目を終えられ、現職から一歩退かれました。従って採用枠一人はどうしても試験をパスしていただかなければ欠員の期間が生まれることになります。皆さんの積極的な挑戦をお願いします。
ホタルの夕べと里山音楽会　6月14日（土）に予定しています。例年になく盛大な取り組みをしましょう。長年実現を願ってきた炭焼き窯に屋根が完成しました。これまではこうした施設がなかったので、雨天になればかなり苦労を重ねてきたのです。屋根が完成したので苦労がかなり少なくなりそうです。炭焼き窯の雨対策完成記念の集会として盛大なイベントにしようと提案がありました。ホタルの夕べを楽しみしてください。
各部会の4月度活動報告　会計部会からは早くも報告書届く
地域力再生プロジェクト事業の募集締め切り5月末日となっています。皆さんの26年度の事業の提案をお寄せください。お待ちしています。今考えられると寄せられているのが2～4あります。1里山農園の教育施設の充実を目指すもの（①屋根の設置を行って机やいすを整え学習ができるようにする。　②オオムラサキの観察コースを設置する。）2前回調査から10年目を迎えるので木津川の植物生育調査準備を行う。　3木津川の草本の標本資料を整理し冊子として完成させる。　4木津川読本の解説会を実行する）などの提案が届いています。などが寄せられています。ほかに考えられるのが里山農園の年間気象測定の実施（里山生態園への基礎データ―の収録）
里山の会ではかねてから新しく物置が必要となっていました。昨年度から事務所を木津川マラソンとの共同使用となって、書類や備品の置場狭くなりました。今回吉村國男さんが物置の提供があったので、5日6日7日と三日間かけて分解解体していただきました。早速組み立てなければなりません。基礎作りから検討しなければなりません。お手伝いをお願いします。梅雨までには組み立てておきたいと考えています。
